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研究成果の概要（和文）：本研究では、ESD（持続可能な開発のための教育）の先進国ドイツ連邦共和国におけ
るラインラント＝プファルツ州およびノルトライン＝ヴェストファーレン州の統合型社会系教科カリキュラム、
教科書の分析を通じて、ESDと社会系教科固有のコンピテンシーの関係性、コンピテンシーを育成するためのカ
リキュラム編成・学習設計の原理の解明を試みた。またその結果を踏まえて日本の中等社会系教科におけるESD
カリキュラム・授業モデルを提案した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the relationship between Education 
for Sustainable Development (ESD) and social studies-specific competencies, and the principles of 
curriculum and learning design. To Propose ESD curriculum and lesson model for social studies 
subjects in secondary schools based on the above research results is also one of the purposes of 
this study. The researcher employed the following research methods: integrated social studies 
curriculum and textbooks analysis in Rhineland-Palatinate and North Rhine-Westphalia in the Federal 
Republic of Germany, a leading country in ESD, and lesson development.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的・社会的意義は次に示す２点である。
第１に、ドイツおよび日本における社会系教科において、ESDが教科内の分野・科目間どのように関連付けられ
ながら位置づけられているのか、またはなされていないかについてカリキュラムおよび教科書の分析から明らか
にした点である。第２に、日本の社会系教科におけるESD実践に向けて、ESDのコアとなる考えの一つである
「Think Globally, Act Locally」および近年ドイツの地理学習で採用されているUte Wardengaの提唱した異な
る４つの空間概念を踏まえた授業プランを提案した点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究の背景には、次に示す３点の研究動向および教育政策動向があった。 
（１）中等社会系教科のほぼすべての分野・科目に盛り込まれた ESD 
2017/18 年告示の学習指導要領の前文では、「持続可能な社会の創り手の育成」が掲げられた。
「持続可能な社会とその創り手の形成」を目的に展開してきた ESD（持続可能な開発のための教
育）は、2008/2009 年告示の学習指導要領において登場し、2017/18 年告示の学習指導要領では
ESD に関わる記述内容が増加した。 
「持続可能な社会」をはじめとする ESD に関する文言は、2008/2009 年告示の学習指導要領で
は一部の社会系教科の分野・科目にとどまっていたが、2017/18 年告示の学習指導要領では社会
科歴史的分野と公民科倫理を除いた分野・科目に盛り込まれた。これはほぼすべての中等社会系
教科の学習において、ESD への取組が求められたことを意味する。その一方で ESD の理論・実践
研究の蓄積は、『持続可能な社会をめざす地理 ESD 授業ガイド』（中山ほか、2012 年）をはじめ
として、いまだに特定の科目・分野に偏っていた。 
 
（２）ESD の能力・態度（コンピテンシー）と教科固有のコンピテンシーの関連付けの必要性 
ESD の実践にあたり、国立教育政策研究所によって、ESD を通じてはぐくむ資質・能力（コン
ピテンシー）が提案され、ESD のコンピテンシーの育成を目指す社会系教科の授業開発もなされ
た（国立教育政策研究所、2012）。しかしながら ESD のコンピテンシーは汎用的（通教科）なも
のであり、この育成のみが強調されると、社会系教科固有のコンピテンシーの育成が阻害されて
しまう可能性がある。また『ESD 国際実施計画』によれば、ESD は持続可能な開発に関する価値
観だけでなく、持続性についての科学的な理解・認識も求めている。つまり ESD の実践にあたっ
ては、持続可能ではない社会構造や持続可能な開発を理解・認識するための教科固有のコンピテ
ンシーと ESD のコンピテンシーとを関連付けて育成する必要がある。 
現状において ESD のコンピテンシーの育成は、重要であると捉えられていながらも、ESD のコ
ンピテンシーと社会科固有のコンピテンシーのつながり（関係性）、そして社会科学習において
その両者を有機的に関連付けて育成する学習のあり方は具体的には示されておらず、これらの
点に社会系教科における ESD 実践の課題があると指摘できた。 
 
（３）ESD と教科固有の両コンピテンシーが結びつくドイツの社会系教科カリキュラム 
ドイツのラインラント＝プファルツ州（以下、RP）
では、古くから地理・歴史・ゾチアルクンデ（日本の
公民に相当）が統合された中等社会系教科カリキュラ
ムが採用され、PISA ショックを契機に、2016 年にはコ
ンピテンシー志向のカリキュラムが導入された（図：
RP 州社会科学科カリキュラムのコンピテンシーモデ
ル；阪上、2018）。そこでは連邦政府の教育研究機関
（BLK）によって開発された ESD のコンピテンシー（形
成能力）が上位コンピテンシーとして、地理をはじめ
とする教科専門等のコンピテンシーが基礎部分に位置
づく。また地理・歴史・ゾチアルクンデの全領域にお
いて ESD に関連したテーマが設定されている。つまり
RP 州では、特定の領域に偏ることなく ESD の学習が展
開し、また地理・歴史・ゾチアルクンデ固有のコンピ
テンシーの育成と関連付けられながら、ESD のコンピ
テンシーの育成がめざされている。 
 
本研究で着目したドイツの社会系教科カリキュラムでは、ESD のコンピテンシーと教科固有の
コンピテンシーを関連付けた育成がめざされ、それに基づくカリキュラムが編成されている。ま
た研究代表者はこれまでの現地調査から、現地の研究者・教師は、ESD を地理だけでなく、社会
系教科全体で取り組むべき重要な課題として捉えていることに気付いた。ESD 先進国であり、日
本と同様に PISA ショックを受け、コンピテンシー志向のカリキュラム、学習指導改革に取り組
むドイツの社会系教科に着目することは、日本の社会系教科での ESD 実践の課題を解決するに
あたり、有益な示唆があると考え、本研究の計画・実施に至った。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ESD のコンピテンシーと社会系教科固有のコンピテンシーを結び付けて育成
をめざすドイツの統合型社会系教科カリキュラム、教科書や教材の分析、現地調査・授業見学を
通じて、①ESD のコンピテンシーと社会系教科固有のコンピテンシーの関係性、②ESD のコンピ
テンシーと社会系教科固有のコンピテンシーを一体的に育成するためのカリキュラム編成・学
習設計の原理を解明するとともに、③日本の中等社会系教科における ESD 実践のためのカリキ



ュラム・授業モデルを提案することである。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では上述の目的を達成するために、以下の手順・方法で実施した。 
なお本研究は当初３年計画での実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症により初
年度（2020 年度）から海外渡航（現地調査）が実施できなかったこともあり、１年間計画を延
長、研究内容の変更・修正を行い、４年間で実施した。そのため以下の（３）は、研究開始当初
は想定していなかったものであるが、前述の理由を受けて、設定した。 
（１）コンピテンシーの関係性、ESD に関する内容編成原理の解明 
RP 州社会科学科カリキュラムおよびをノルトライン＝ヴェストファーレン州（以下、NW）の
ゲゼルシャフツレーレ（Gesellschaftslehre）カリキュラムにおける ESD のコンピテンシーおよ
び社会科固有のコンピテンシー関連性、ESD に関する内容編成の特質・原理を明らかにするため
に、カリキュラム等の資料収集、ESD の内容編成原理および ESD のコンピテンシーおよび社会系
教科固有のコンピテンシーの関連性を検討・分析した。 
 
（２）ESD と社会系教科固有のコンピテンシーを共に育成する学習指導原理の解明 
 ESD のコンピテンシーと社会系教科（地理、歴史、ゾチアルクンデ）固有の両者を一体的に育
成する学習指導のあり方（原理）について明らかにするために、資料収集、RP 州および NW 州検
定済教材リスト掲載の社会系教科の教科書・指導書を検討した。 
 
（３）日本の社会系教科における ESD 研究の実態把握 
主に日本国内の社会系教科および ESD に関わる学術誌を対象に、研究・実践の特質および課題
を把握するために、システマティックレビューを実施した。 
 
（４）日本に対する示唆（カリキュラム・授業モデル）の提示を含む成果の発信 
以上の成果を踏まえ、日本の社会系教科における ESD 実践のための示唆および研究の成果等
を整理し、授業モデル等を発表した。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、以下に示す３点である。 
（１）ドイツにおける ESD に関連した社会系教科における研究・実践の特質の把握 
NW 州中等教育前期ゲゼルシャフツレーレの教科書『Projekt G』を対象に、教科内での連携お
よび ESD に関連する学習内容編成・学習方法について分析した（日本地理教育学会第 71 回大会、
2021 年：全国社会科教育学会第 71 回全国研究大会、2022 年）。さらに「教科の統合・連携」、「コ
ンピテンシー」の視点からドイツの PISA ショック以降における社会系教科の研究・教育動向を
明らかにするために、各州初等・中等カリキュラムおよび主要学術誌雑誌を対象とした文献調査
を行った（『社会科教育研究』、2022 年、146 号）。 
 またこれに加え、社会系教科の教科書を対象に ESD 等に関わる個別テーマからも分析を行い、
学習の構造および特質を明らかにした（日本地理学会春季学術大会、2021 年：『兵庫教育大学研
究紀要』、第 57 巻、2022 年）。 
 
（２）日本における ESD に関連した社会系教科における研究・実践の特質の把握 
日本の社会系教科研究・実践における ESD 研究のテーマ（①ESD と社会系教科の関係、②カリ
キュラム、③コンピテンス、④学習内容、⑤教材、⑥学習方法・アプローチ、⑦授業改善の手法）
特質と課題（特定の分野・科目および環境のテーマに研究・実践が偏る、教師教育に関わる研究
が少ない）を、システマティックレビューを用いて明らかにした（『レリバンスの構築を目指す
令和型学校教育』所収）。 
またこれに加えて、日本の中学校社会科地理的分野の学習指導要領にみられる ESD を国研の
示す７つの能力・態度および構成概念から整理・分析し、その結果を国際学会で報告した（EUROGEO 
conference Krakow、2023 年）。 
 
（３）授業モデル等の発信 
（１）および（２）の成果を参照しながら、社会系教科における ESD 実践のための授業モデル
を示した。具体的には中学校社会科地理的分野を対象に、「Think Globally, Act Locally」の考
えを踏まえ地理授業プラン（『社会科の「問題解決的な学習」とは何か』、2023 年、所収）、４つ
の地域の見方を使って地域的特色・ 課題を追究する地理授業プラン（『新３観点の学習評価を位
置づけた中学校地理授業プラン』、2022 年、所収）を作成し・提案した。 
なお課題は特定の分野・科目に授業モデルの提案が偏ってしまったことであり、今後は他の科
目・分野での授業モデルを提案していきたい。 
 
 



また本研究で得られた研究成果は、学会発表や論文・書籍で報告するだけでなく、高校社会系
教科に関わる教員研修会において講演の講師（宮城県高等学校社会科(地理歴史科・公民科)教育
研究会：「高校社会系教科と持続可能な社会づくり―知る・わかる・創るを視点とした授業アイ
デア」、2023 年）を担当するなど、学校現場・現職教員に対しての直接還元に務めた。 
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